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【補正対象書類名】特許請求の範囲
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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱抵抗値が異なる２つの熱抵抗体、及び、一方の熱抵抗体を挟むように、該熱抵抗体の
表面に、又は、内部に埋め込まれて配置され、連続的に温度データを検出する第１温度セ
ンサ、第２温度センサ、並びに、他方の熱抵抗体を挟むように、該熱抵抗体の表面に、又
は、内部に埋め込まれて配置され、連続的に温度データを検出する第３温度センサ、第４
温度センサを有する温度検出部と、
　前記第１温度センサ、第２温度センサそれぞれにより検出された温度データ、及び、前
記第３温度センサ、第４温度センサそれぞれにより検出された温度データに基づいて、前
記温度検出部が熱的に平衡状態であるか否かを判定する平衡状態判定手段と、
　前記平衡状態判定手段により前記温度検出部が熱的平衡状態にあると判定されたときに
前記第１温度センサ、第２温度センサ、第３温度センサ、第４温度センサそれぞれにより
検出された温度データ、及び前記熱抵抗体の熱抵抗値又は物性値に基づいて深部体温を取
得する体温取得手段と、を備えることを特徴とする体温計測装置。
【請求項２】
　前記平衡状態判定手段は、次の平衡状態判別式（１）が満足された場合に、前記温度検
出部が熱的に平衡状態であると判定することを特徴とする請求項１に記載の体温計測装置
。
　　Ｔ３－Ｔ４＞Ｔ１－Ｔ２，　Ｔ３＞Ｔ１　・・・（１）
　ただし、Ｔ１は第１温度センサにより検出された温度データ、Ｔ２は第２温度センサに
より検出された温度データ、Ｔ３は第３温度センサにより検出された温度データ、Ｔ４は
第４温度センサにより検出された温度データである。
【請求項３】
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　前記平衡状態判定手段は、前記平衡状態判別式（１）に加えて、次の平衡状態判別式（
２）（３）（４）が全て満足された場合に、前記温度検出部が熱的に平衡状態であると判
定することを特徴とする請求項２に記載の体温計測装置。
　　ｄＴａ＞ｄＴ４　・・・（２）
　　Ｋ（Ｔ１－Ｔ２）－（Ｔ３－Ｔ４）＞０（Ｔａ＞Ｔｂのとき）　・・・（３）
　　Ｋ（Ｔ１－Ｔ２）－（Ｔ３－Ｔ４）≦０（Ｔａ≦Ｔｂのとき）　・・・（４）
　ただし、定数Ｋは２つの熱流における熱抵抗の比である。また、Ｔａは気温であり、Ｔ
ｂは深部体温である。
【請求項４】
　前記平衡状態判定手段は、次の平衡状態判別式（５）～（８）のうち少なくともいずれ
か一つの平衡状態判別式が満足された場合に、前記温度検出部が熱的に平衡状態であると
判定することを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の体温計測装置。
　　ΔＴ３＜ａ　・・・（５）
　　ΔＴ１＜ａ　・・・（６）
　　ΔＴ３＜ΔＴ４　・・・（７）
　　ΔＴ１＜ΔＴ２　・・・（８）
　ただし、Ｔ１は第１温度センサにより検出された温度データ、Ｔ２は第２温度センサに
より検出された温度データ、Ｔ３は第３温度センサにより検出された温度データ、Ｔ４は
第４温度センサにより検出された温度データである。また、ａは所定値である。
【請求項５】
　前記体温取得手段は、検出された温度データに基づいて体温データ候補を求め、該体温
データ候補をクラスタ化し、前記温度検出部が熱的に非平衡状態にあると判定されたとき
に検出された温度データから求められた体温データ候補を含まないクラスタに属する体温
データ候補から深部体温を取得することを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載
の体温計測装置。
【請求項６】
　使用者の個人特性情報を取得する取得手段と、
　個人特性と平熱範囲とを対応付けて記憶する記憶手段と、
　前記取得手段により取得された使用者の個人特性情報、及び、個人特性と対応付けて前
記記憶手段に記憶されている平熱範囲に基づいて、当該使用者の平熱範囲を設定する設定
手段と、
　深部体温が、前記設定手段により設定された平熱範囲内か否かを判別する判別手段と、
を備えることを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の体温計測装置。
【請求項７】
　前記設定手段は、一日の時刻と対応付けて使用者の平熱範囲を設定することを特徴とす
る請求項６に記載の体温計測装置。
【請求項８】
　前記設定手段は、取得された使用者の深部体温を学習し、学習した学習値を考慮して使
用者の平熱範囲を設定することを特徴とする請求項６又は７に記載の体温計測装置。
【請求項９】
　深部体温が平熱範囲外となった場合に、使用者及び／又は管理者に対して、深部体温が
平熱範囲外となった旨を報知する報知手段をさらに備えることを特徴とする請求項６～８
のいずれか１項に記載の体温計測装置。
【請求項１０】
　深部体温が所定の疾病管理条件を満足した場合に、使用者及び／又は管理者に対して、
深部体温が所定の疾病管理条件を満足した旨を報知する報知手段をさらに備えることを特
徴とする請求項６～９のいずれか１項に記載の体温計測装置。
【請求項１１】
　報知手段は、所定時間以上、深部体温が取得されない場合に計測異常である旨を報知す
ることを特徴とする請求項９又は１０に記載の体温計測装置。



(3) JP WO2018/199058 A5 2020.4.9

【請求項１２】
　深部体温に加えて、他の生体情報を計測する生体情報計測手段をさらに備え、
　前記報知手段は、深部体温及び前記生体情報が所定の疾病管理条件を満足した場合に、
使用者及び／又は管理者に対して、深部体温及び生体情報が所定の疾病管理条件を満足し
た旨を報知することを特徴とする請求項９～１１のいずれか１項に記載の体温計測装置。
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摘要(译)

体温测量装置（1）是热敏电阻（115），以及一对温度传感器（111、
112），该一对温度传感器（111、112）被夹在热敏电阻（115）之间以
连续地检测温度数据和热敏电阻。 主体（116）和温度检测器（11）以
及温度检测器（11）被布置为将热敏电阻（116）夹在中间并具有一对用
于连续检测温度数据的温度传感器（113、114）。 ）是平衡状态确定单
元（511），用于确定是否为热平衡状态，当确定温度检测单元（11）处
于热平衡状态时所检测到的温度数据，以及 体温获取单元（513），用
于基于热敏电阻（115、116）的热阻值来获取体温数据。
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